
もう つの卒業式

ソウル市内のホテルで挙行

贈
呈
式
に
出
席
し
て
商学部長・
北村 敬子

本
学
は
、
昨
年

月

日
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
学
業
半
ば
に

し
て
中
途
退
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
、
当
時
の
朝
鮮
半
島
出
身
の

元
中
央
大
学
学
生
に

中
央
大
学
特
別
卒
業
証
書

を
贈
呈
し
た
。

今
回
、
特
別
卒
業
証
書
を
贈
呈
し
た
の
は
大
韓
民
国
の

人

の
元
学
生
。

大
韓
民
国
ソ
ウ
ル
市
内
の
ロ
ッ
テ
ホ
テ
ル
を
式
場
に
午
前

時

分
か
ら
始
ま
っ
た
贈
呈
式
に
は
、
高
木
友
之
助
総
長
、
外
間
寛

学
長
、
水
上
虎
馬
雄
常
任
理
事
、
長
内
了
法
学
部
長
、
北
村
商
学

部
長
の
ほ
か
、
学
員
会
役
員
、
特
別
卒
業
証
書
受
領
者
及
び
家
族
、

駐
韓
日
本
大
使
館
関
係
者
、
高
麗
大
学
等
の
交
流
協
定
締
結
大
学

関
係
者
、
学
員
会
コ
リ
ア
支
部
役
員
、
韓
国
学
員
会
関
係
者
な
ど

約

人
が
参
列
し
て
行
わ
れ
た
。

式
は
校
歌
斉
唱
に
始
ま
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ

た
中
央
大
学
関
係
者
に
対
す
る
黙
祷
、
外
間
学
長
の
式
辞
と
続
き
、

受
領
者
代
表

人
に
特
別
卒
業
証
書
が
贈
呈
さ
れ
た
。
次
い
で
、

高
木
総
長
の
挨
拶
、
安
東
濬
韓
国
学
員
会
会
長
の
祝
辞
、
徐
龍
澤

氏
の
受
領
者
代
表
謝
辞
と
続
き
、
高
木
総
長
か
ら
韓
国
学
員
会
へ

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
受
領
者
全
員
に
特
別
卒
業
証

書
が
贈
呈
さ
れ
、
引
き
続
き
会
場
を
移
し
て
、
特
別
卒
業
証
書
贈

呈
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

な
お
、
台
湾
の
該
当
者
対
象
の
特
別
卒
業
証
書
贈
呈
式
は
、

月

日
に
台
北
市
で
行
わ
れ
た
。

飛
行
機
か
ら
見
る
ソ
ウ
ル
の
街
や
道
路

は
東
京
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
山
に
緑
が
少
な
い
。
聞
い
た
と

こ
ろ
に
よ
る
と
、
ど
う
も
山
の
表
面
に
土

が
あ
っ
て
も
、
そ
の
内
部
は
岩
石
で
あ
る

こ
と
が
多
い
ら
し
い
。
古
く
か
ら
磁
器
の

生
産
で
名
を
知
ら
れ
て
い
る
の
も
う
な
ず

け
る
。
総
長
、
学
長
を
含
む
中
央
大
学
関

係
者
は
、

月

日
午
後

時

分
頃
、

ソ
ウ
ル
金
浦
空
港
に
到
着
し
た
。

全
永
鐸
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
韓
国
学

員
会
の
役
員
の
方
達
の
盛
大
な
出
迎
え
を

受
け
て
記
念
写
真
撮
影
後
、
街
の
中
心
部

に
あ
る
ロ
ッ
テ
ホ
テ
ル
へ
直
行
す
る
。
ホ

テ
ル
正
面
玄
関
上
に

祝
日
本
中
央
大
学

特
別
卒
業
證
書
贈
呈
式

の
大
き
な
横
断

幕
。
ホ
テ
ル
側
の
中
央
大
学
に
対
す
る
配

慮
が
感
じ
ら
れ
て
良
い
気
分
。
そ
の
日
の

夜
は
、
同
ホ
テ
ル
で
韓
国
学
員
会
前
会
長

の
安
東
濬
氏
を
中
心
と
す
る
、
韓
国
学
員

会
の
役
員
の
方
々
に
よ
る
中
大
関
係
者
の

た
め
の
歓
迎
晩
餐
会
が
開
催
さ
れ
た
。
同

氏
は
、
現
在
は
喘
息
治
療
の
た
め
ソ
ウ
ル

を
離
れ
地
方
に
お
住
ま
い
で
あ
る
が
、
今

回
の
贈
呈
式
開
催
に
あ
た
っ
て
ご
尽
力
を

い
た
だ
い
た
お
一
人
で
あ
る
。

韓
国
で
は
、
日
本
で
失
い
つ
つ
あ
る
長

幼
の
序
が
今
な
お
厳
然
と
し
て
残
っ
て
お

り
、
若
い
者
は
御
長
老
の
前
で
は
非
常
に

謙
虚
で
あ
る
。
し
か
も
中
央
大
学
を
卒
業

ま
た
は
中
央
大
学
に
留
学
さ
れ
た
方
ば
か

り
の
た
め
、
皆
さ
ん
日
本
語
が
上
手
で
、

和
気
藹
々
（
あ
い
あ
い
）
の
雰
囲
気
の
う

ち
に
、
楽
し
い
時
間
を
共
有
し
、
お
み
や

げ
ま
で
戴
い
て
晩
餐
会
は
終
了
し
た
。

翌
日
は

時

分
よ
り
、
い
よ
い
よ
訪



長
か
っ
た
年
月
を
振
り
返
る

人に贈呈
祝辞を述べる

外間学長人に贈呈

韓
の
目
的
で
あ
る
特
別
卒
業
證
書
贈
呈
式

が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
第
二
次
大
戦
中

の

年
に
公
布
さ
れ
た

陸
軍
特

別
志
願
臨
時
採
用
規
制

に
よ
っ
て
、
学

業
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
当
時
の

朝
鮮
半
島
出
身
の
学
生
達
に
対
し
、
特
別

措
置
と
し
て
、
学
長
か
ら
特
別
卒
業
證
書

と
記
念
メ
ダ
ル
を
贈
呈
す
る
た
め
に
開
催

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

程
島
学
長
室
長
の
司
会
に
よ
り
開
式
が

宣
言
さ
れ
、
校
歌
斉
唱
、
黙
祷
、
学
長
の

式
辞
の
後
、
入
学
年
度
、
学
部
、
専
門
部
、

予
科
の
グ
ル
ー
プ
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表

者
に
、
特
別
卒
業
證
書
が
学
長
の
手
に

よ
っ
て
渡
さ
れ
た
。

こ
の
日
、
特
別
卒
業
證
書
を
受
領
す
る

た
め
に
出
席
さ
れ
た
方
は
、
ご
遺
族
を
含

め
て

名
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
高

木
総
長
と
韓
国
学
員
会
安
東
濬
氏
か
ら
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
特
別
卒
業
證
書
受
領
者

を
代
表
し
て
徐
龍
澤
氏
が
印
象
に
残
る
味

わ
い
深
い
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

贈
呈
式
の
様
子
は
、
韓
国
の
マ
ス
コ
ミ

に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
テ
レ
ビ
で
は

ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
放
映
さ
れ
た
。
大
正
生

ま
れ
の
齢
す
で
に

歳
後
半
の
ご
高
齢
の

方
々
ば
か
り
の
た
め
、
出
席
の
返
事
を
い

た
だ
い
て
か
ら
こ
の
日
ま
で
の
わ
ず
か
数

カ
月
の
間
に
、
す
で
に

人
の
方
が
亡
く

な
ら
れ
た
と
伺
い
、
胸
詰
ま
る
申
し
訳
な

い
気
持
ち
で
一
杯
で
あ
る
。
ま
さ
に
学
長

の
式
辞
に
あ
っ
た

遅
す
ぎ
た
卒
業
式

を
実
感
し
た
次
第
で
あ
る
。
高
木
総
長
か

ら
は
、
わ
が
国
の
過
去
の
過
ち
に
つ
い
て

の
お
詫
び
と
新
学
員
に
な
ら
れ
た
お
祝
い

と
が
表
明
さ
れ
た
。

贈
呈
式
終
了
後
は
、
別
室
で
特
別
卒
業

證
書
の
受
領
者
と
そ
の
付
き
添
い
の
方
約

人
余
の
出
席
に
よ
る
大
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
だ
け
の
人

数
と
も
な
る
と
、
日
本
で
は
立
食
が
一
般

的
で
あ
る
が
、
今
回
は
一
人
一
人
が
席
に

つ
い
て
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
。
あ
ま
り
の
多

人
数
に
ホ
テ
ル
側
も
慣
れ
な
い
の
か
、
最

初
の
オ
ー
ド
ブ
ル
が
配
ら
れ
る
ま
で
随
分

待
た
さ
れ
た
。
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
、
各
人
が
ビ
デ
オ
を
観
、
思
い
思
い
の

話
を
し
て
、

有
余
年
の
長
か
っ
た
年
月

を
振
り
返
っ
た
。

受
領
者
の
方
々
は
、
今
回
の
中
央
大
学

の
特
別
措
置
に
関
し
て
、
一
様
に
感
謝
の

意
を
表
し
て
下
さ
っ
た
が
、
内
心
に
お
い

て
は
複
雑
な
気
持
ち
で
あ
ら
れ
た
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
解
る
だ
け
に
、

徐
龍
澤
氏
の
謝
辞
の
中
に
あ
っ
た
次
の
文

言
に
強
く
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
る
。
受

領
す
べ
き
卒
業
證
書
の
代
わ
り
に
、
齢

歳
前
後
、
白
髪
老
齢
の
身
に
な
っ
て
、
特

別
卒
業
證
書
を
受
領
す
る
我
が
身
を
顧
み

て
、
喜
び
と
共
に
一
抹
の
淋
し
さ
と
ア
イ

ロ
ニ
ー
を
感
ず
る
も
の
が
あ
り
ま
す

そ
し
て
同
氏
は
、
母
校
中
央
大
学
に
対

す
る
深
い
思
い
を
、
淡
々
と
し
た
口
調
で

述
べ
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。


